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ひらない夏まつり　ねぶた運行

壊れるくらいに激しいぞ!!

ケンカねぶた!!



２Ｈ16・９月号「第543号」 ひらない夏まつり・

財団法人むつ小川原地域・産業振興財団は、平成

元年３月に原子燃料サイクル事業者の協力のもとに

青森県によって設立され、県内各地の産業振興や地

域づくりの活動に幅広く支援しています。

平成17年度のむつ小川原地域・産業振興プロジェ

クト支援事業を次のとおり募集いたします。

○助成事業

地域の活性化および産業の育成・振興を図る事業

○助 成 金

事業費の５分の４以内、助成限度額は１件当たり

２００万円

○助成対象者

県内の市町村・産業団体・地域づくりグループ等

○募集期間

平成16年10月１日(金)～11月30日(火)

☆お問い合わせ先

■(財)むつ小川原地域・産業振興財団

〒０３０－０８６１　青森市長島２－10－４

5７７３－６２２２　　FAX７７３－６２４５

URL http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

■役場　企画調整課

5７５５－２１１１(内線２３０)

むつ小川原地域・産業振興財団の事業募集について

平内の秋への分岐点…
ひ ら な い 夏 ま つ り

８
月
15
日(

日)
、

午
後
３
時
の
オー

プ
ニ
ン
グ
パ

レー

ド
を
皮
切
り
に、

ひ
ら
な
い
夏
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た。

こ
の
日
は、

昼
前
か
ら
強
い
雨
が
降
っ
た
り
止
ん

だ
り
と
不
安
定
な
天
候
で
し
た
が、

パ
レー

ド
前
に

は
な
ん
と
か
持
ち
直
し、

小
湊
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
や、

町
内
連
合
婦
人
部
に
よ
る
流
し
踊
り

が、

ま
つ
り
に
火
を
付
け
ま
し
た。

ま
た、

役
場
前
駐
車
場
で
は、

よ
さ
こ
い
同
好
会

「

華
彩」

に
よ
る
パ
ワ
フ
ル
な
よ
さ
こ
い
ソー

ラ
ン

が
披
露
さ
れ、

周
囲
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た。

日
が
暮
れ
る
と、

ひ
ら
な
い
夏
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な

る「

ね
ぶ
た」

が
出
陣。

今
年
も
合
計
６
台(

新
生
・
平
中、
元
町、

川
原
町、

勝

田
町、

沼
館、

役
場)

の
ね
ぶ
た
が、

審
査
会
場
と
な
っ
た

勤
労
青
少
年
ホー

ム
ま
で
を
颯さ

っ

爽そ
う

と
練
り
歩
き
ま
し
た。



３・ひらない夏まつり Ｈ16・９月号「第543号」

平 内 町 ホ ー ム ペ ー ジ　　http://www.town.hiranai.aomori.jp/

７月23日(金)、勤労青少年ホームにおいて、平内

町戦没者追悼式が行われました。厳かな雰囲気の中、

犠牲となった４２３柱にのぼる戦没者名の奉読し、黙

とうを捧げた後、相坂福次郎遺族連合会長はじめ、来

賓として参列した平内町長や青森県知事などが追悼

のことばを述べ、戦没者の冥福を祈りました。

また、１２０人余りの参列者が白菊を次々に献花

し、故人をしのびながら平和への誓いを新たにして

いました。

追悼式が閉会された後、向井麗子さん(１平中)を

はじめとする童謡を歌う会の追悼合唱と琴好会の大

正琴が披露され、参列者は素晴らしい演奏に静かに

耳を傾けていました。

戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り、

献
花
を
す
る
様
子

戦没者追悼式
８月15日(日)、勤労青少年ホームにおいて平内町

成人式が行われ、今年度の該当者、男88名、女96名、

計１８４名のうち、１３９名が参加しました。

この日を楽しみに出席した川村雅裕さん(茂浦)は

「これからは物事の善し悪しの分別を付けて、社会に

出ても頑張って行きたい」と抱負を語り、また細川

優花さん(東和)は「久しぶりに同級生と会うことが

できて嬉しい。みんな離ればなれだけど、これから

はそれぞれの地域で、平内町民として活躍できる人

になろうね」と友人たちと誓い合いました。

また式典終了後には、よさこい同好会「華彩」が、

祝福と激励の気持ちを込めた「よさこいソーラン」

で、将来を担う新成人に活力を与えてくれました。

代
表
謝
辞
を
述
べ
る
金
津
将
太
さ
ん(

狩
場
沢)

平内町成人式

▼最後の曲は、豪華に全員総出で… ▼ホ～イホイッ！みんなで歌って踊って…

▲小学生も「世界にひとつだけの花」で出場

▲
▲

８
月
16
日(

月)

午
後
に
は、

小
湊
川
の

ひ
だ
ま
り
公
園
前
で
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
大
会
が
行
わ
れ、

チ
ビ
ッ
コ
た
ち
は

合
図
と
と
も
に
一
斉
に
い
け
す
の
中
に
入

り、

ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な
り
な
が
ら
逃
げ

る
魚
を
追
っ
て
い
ま
し
た。

ま
た、

芸
能
の
集
い
は
勤
労
青

少
年
ホー

ム
の
中
で
行
わ
れ、

待

ち
わ
び
て
い
た
約
１
５
０
人
の
観

衆
が、

竹
伸
会
の
民
謡
や
カ
ラ
オ

ケ
大
会
に
参
加
し
た
の
ど
自
慢
に、

さ
ら
に
は
会
場
内
を
所
狭
し
と
踊

っ
た
よ
さ
こ
い
同
好
会「

華
彩」

に、

割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
贈
り
ま
し
た。

夜
に
は、

夏
ま
つ
り
の
締
め
と
な
る
盆

踊
り
が
行
わ
れ、

勤
労
青
少
年
ホー

ム
前

に
組
ま
れ
た
特
設
や
ぐ
ら
を
囲
っ
て
踊
り

ま
し
た。

花
火
の
な
い
ま
つ
り
は
ち
ょ
っ

と
さ
び
し
か
っ
た
け
ど、

三
重、

四
重
に

も
輪
に
な
っ
た
町
民
が、

異
常
に
暑
か
っ

た
夏
を
清
算
し
て
く
れ
ま
し
た。



元気なまちフェスタ２００４
築こう！活気と魅力にあふれるまち平内

○日　時 ９月12日(日)９：00～

○場　所 平内町勤労青少年ホーム

※講演には、作家として活躍中の落合恵子氏をお招き

しています。

【お問い合わせ】

平内町教育委員会　社会教育課　5７５５－２１１１

４Ｈ16・９月号「第543号」 生涯学習のめざすもの・

き
れ
い
な
ま
ち
は

み
ん
な
の
手
で

▲料理の出来上がりが楽しみです…

▲作業を終えて、みんなニッコリ…

▲ゲートボール場脇のゴミ拾いをする園児たち

６
月
29
日、

東
和
婦
人
会(

飯

田
礼
子
会
長)

で
は、

地
元
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
き
ま

し
た。飯

田
さ
つ
さ
ん(

東
和)

を
講
師

に
む
か
え、

６
月
が
旬
の「

ふ
き」

を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た。

昔
な
が
ら
の「

ふ
き
の
け
お
し

(

ふ
き
の
か
ゆ
漬
け)

」

と「

ふ
き

の
佃
煮」

を
作
り
ま
し
た
が、

地

元
の
講
師、

身
近
な
素
材、

そ
し

て、

な
つ
か
し
の
味
に、

参
加
者

は
み
な、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た。

料
理
が
で
き
あ
が
る
と、

み
ん

な
で
な
つ
か
し
の
味
に
舌
鼓。

昔

の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら、

楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た。

７
月
14
日、

商
工
会
女
性
部
で

は、

小
湊
駅
周
辺
の
ご
み
拾
い
と

駅
前
花
壇
の
草
取
り
を
行
い
ま
し

た。

特
に、

駅
前
花
壇
は
よ
り
美

し
く
な
る
よ
う
に
手
入
れ
を
続
け、

駅
前
の
美
化
に
努
め
て
い
ま
す。

今
年
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
花
を

30
本
ほ
ど
持
ち
寄
っ
て
植
え
ま
し

た。

ま
た、

夏
の
暑
い
日
が
続
き、

水
か
け
や
草
取
り
作
業
が
大
変
で

し
た
が、

町
内
の
方
々
の
協
力
も

あ
り、

ピ
ン
ク、

黄、

白
な
ど
駅

前
花
壇
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
き

そ
ろ
い、

人
々
の
心
を
和
ま
せ
る

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す。

７
月
28
日、

双
子
へ
き
地
保
育

所(

後
藤
秀
次
郎
所
長)

で
は、

親

子
16
名
で
保
育
所
周
辺
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た。

小
さ
な
手
で
一
生

懸
命
ご
み
を
拾
い、

集
め
た
ご
み

は
15
袋
に
も
な
り
ま
し
た。

「

た

ば
こ
が
多
い
よ。

き
れ
い
に
し
た

い
な」

元
気
に
話
す
姿
は
と
て
も

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た。

駅
前
花
壇
を

よ
り
美
し
く…

商
工
会
女
性
部

小
さ
な
手
で
清
掃
活
動

双
子
へ
き
地
保
育
所

な
つ
か
し
の
味
に
舌
鼓

東
和
婦
人
会

①空中ブランコ　　　　　　　　　奥　田　英　朗

②邂逅の森　　　　　　　　　　　熊　谷　達　也

③水滸伝(11) 北　方　謙　三

④ダ・ヴィンチ・コート(上・下) ダン・ブラウン

⑤シルミド　　　　　　　　　　　城　内　康　伸

⑥世界中の息子たちへ　　　　　　堤　　　江　実

⑦雨はコーラがのめない　　　　　江　國　香　織

⑧美しき日々(上・下) ユン・ヨンビ

⑨数え方の辞典　　　　　　　　　飯　田　朝　子

⑩花籠の櫛　　　　　　　　　　　澤　田　ひじ子

落合恵子展　９／１～９／19

元気なフェスタ２００４で講演予定の落合恵子氏

の著書を紹介しています。

おはなし会　９月11日(土) 10：00～

町民スポーツの日

スポーツの秋！
親子で、友達で、いい汗かいてみませんか？

○日　時 10月９日(土)

○場　所 平内町陸上競技場ほか

○種　目 詳しくは回覧をご覧ください

【お問い合わせ】

平内町教育委員会　社会教育課　5７５５－２１１１



５・生涯学習のめざすもの Ｈ16・９月号「第543号」

お は よ う の　　声 か け 育 む　　地 域 の 子

▲高齢者疑似体験。封筒を開けるのもひと苦労

▲イイ空気を吸って、マイナスイオンを浴びて…

緑
風
さ
わ
や
か

ウ
ォ

ー

キ
ン
グ
講
座

ひ
ら
な
い
カ
レ
ッ
ジ

平
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワー

ク
キ
ャ
ン

プ
が、

救
護
施
設「

白
鳥
ホー

ム」

を
会
場
に、

８
月
４
日
か
ら
６
日

ま
で
の
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ
ま

し
た。

管
内
の
中
学
生
を
対
象
と

し
た
こ
の
キ
ャ
ン
プ
は、

福
祉
施

設
で
の
宿
泊
体
験
を
通
し
て、

社

会
福
祉
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に「

と
も
に
学
び、

と

も
に
生
き
る」

と
い
う
社
会
連
帯

の
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す。

今
年
は
管
内
３
中

学
校
か
ら
14
名
の
生
徒
が
参
加
し、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た。

活
動
の
内
容
は、

１
日
目
に
高

こ
れ
ま
で
平
内
中
央
公
民
館
主

催
で
行
わ
れ
て
い
た
成
人
教
室
は、

今
年
度
か
ら「
ひ
ら
な
い
カ
レ
ッ

ジ
　
す
こ
や
か
・
ま
な
び
コー

ス」

の
名
称
で
行
わ
れ
て
い
ま
す。

を
歩
き
ま
し
た。

参
加
者
は、

山

野
草
に
触
れ
た
り、

東
屋
か
ら
の

眺
望
を
楽
し
ん
だ
り、

ゆ
っ
く
り

と
夏
山
の
自
然
に
親
し
み
ま
し
た。

ウ
ォー

キ
ン
グ
の
後
は、

温
泉

で
汗
を
流
し、

参
加
者
同
士
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た。

７
月
15
日(

木)
、

ひ
ら
な
い
カ

レ
ッ
ジ
の
す
こ
や
か
コー

ス「

森

林
浴
と
ウ
ォー

キ
ン
グ
講
座」

が

開
か
れ、

28
名
が
参
加
し
ま
し
た。

緑
が
ま
ぶ
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ

た
こ
の
日
は、

黒
石
市
黒
森
山
裾

野
の
ウ
ォー

キ
ン
グ
コー

ス(

黒

石
ふ
る
さ
と
自
然
の
道)

約
３
㎞

齢
者
疑
似

体
験、

車

椅
子
の
体

験、

寝
た

き
り
の
体

位
移
動
や

衣
類
の
着

脱
の
実
習

を
行
い
ま

し
た。２

日
目

は、

朝
の

体
操
か
ら

始
ま
り、

午
前
中
は
作
業
活
動、

午
後
は
ク

ラ
ブ
活
動
と
利
用
者
と
と
も
に
活

動
し
ま
し
た。

キ
ャ
ン
プ
の
終
わ

り
に
は「

ま
た
来
て
ね」

と
声
を

か
け
ら
れ、

３
日
間
の
交
流
の
大

切
さ
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
参
加

者
は、

協
力
し
合
う
連
帯
の
気
持

ち
の
大
切
さ。

そ
し
て、

身
の
回

り
に
あ
る
社
会
福
祉
の
小
さ
な
問

題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す。

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワー

ク
キ
ャ

ン
プ

平
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
報
告

ま
な
び
の
広
場

●
ひ
ら
な
い
カ
レ
ッ

ジ
９
月
の
講
座
案
内

【

い
き
い
き
コー

ス】

◆
議
会
の
傍
聴

○
日
時

９
月
13
日(

月)

午
前
10
時～

12
時

◆
平
内
町
の
歴
史
を
学
ぶ

～

平
内
町
を
築
い
た
人
々～

○
日
時

９
月
17
日(

金)

午
前
10
時～

12
時

【

い
き
が
い
コー

ス】

◆
べ
こ
も
ち
づ
く
り

○
日
時

９
月
27
日(

月)

・
30
日(

木)

午
後
６
時
30
分～

８
時
30
分

○
場
所

開
発
セ
ン
ター

○
料
金

８
０
０
円

○
申
込

９
月
17
日(

金)

ま
で

【

ま
な
び
コー

ス】

◆
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室(

１)

○
日
時

９
月
28
日(

火)
～

30
日(

木)

午
後
６
時
30
分～

８
時
30
分

○
場
所

開
発
セ
ン
ター

○
申
込

９
月
17
日(

金)

ま
で

◆
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室(

２)

○
日
時

10
月
６
日(

水)
～

８
日(

金)

午
後
６
時
30
分～

８
時
30
分

○
場
所

清
水
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ター

○
申
込

９
月
27
日(

月)

ま
で

い
き
が
い
・
ま
な
び
コー

ス
の
講
座
は、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え、

は
が
き
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い。

《

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先》

〒
０
３
９
｜
３
３
２
１

平
内
町
小
湊
字
下
槻
12
｜
１

平
内
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

5
７
５
５
｜
２
１
１
１(

内
線
３
５
３)



６Ｈ16・９月号「第543号」 今月のスポットライト・

今月のスポットライト
このコーナーでは、みなさんが全町民にＰＲしたいことや教えてあげたいことなどを紹介するコーナーです。

「みなさんにこんな情報を教えたい！」とか「このような活動をしています。興味があったら参加してみま

せんか？」というようなお知らせを通じて、町民のみなさんが主役となるコーナーです。

第16回目となった今回は、クラブ員の最年少が４歳の男の子、最年長で部長の29歳と、町の体育協会の中で

一番平均年齢が低い元気いっぱいのクラブ「空手道クラブ」を紹介します。小さい子供が多いため、父

母の会がバックアップして、一体となったクラブ運営が行われています。

空

手

道

ク

ラ

ブ

の
は
何
で
す
か
？

(

工)

そ
う
で
す
ね

…
、

意
外
と
柔
軟
体

操
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね。

柔
軟
性
は、

か

な
り
の
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が、

空
手
で

は
非
常
に
重
要
で

す。

特
に、

足
が
上

が
ら
な
け
れ
ば
空
手

に
な
り
ま
せ
ん。

(

｜)
小
さ
な
子
供

が
多
い
よ
う
で
す

が、

ど
の
く
ら
い
の

年
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
の
で
す
か
？

(

工)

だ
い
た
い
４

～

５
歳
く
ら
い
か
ら

▲「組手」の練習では、上段蹴りが炸裂!!

空
手
の
大
会
で
行
わ
れ
る
の
は

「

型」

と「

組
手」

。

「

型」

と
は、

仮
想
す
る
相
手

と
戦
う
動
き
を
１
人
ま
た
は
３
人

で
演
舞
す
る
も
の
で、「

組
手」

と

は、

実
際
に
相
手
と
対
戦
し、

ポ

イ
ン
ト
の
多
い
方
が
勝
ち
と
な
る

実
戦
そ
の
も
の
で
す。

そ
の
ど
ち
ら
に
も、

「

静」

と

「

動」
を
一
瞬
で
切
り
換
え
る
瞬

発
力
は
も
ち
ろ
ん、

強
い
気
迫
や

始
め
る
と、

基
本
が
身
に
付
き
や

す
く
て
ち
ょ
う
ど
イ
イ
か
な
と
思

い
ま
す。

(

｜)

や
は
り、

何
事
も
基
本
は

大
事
な
ん
で
す
ね
？

(

工)

え
ぇ。

し
か
も、

そ
れ
を

継
続
す
る
こ
と
で
す。

最
近
は
Ｋ
｜
１
等
で、

派
手
な

格
好
良
い
イ
メー

ジ
が
あ
り
ま
す

が、

実
際
は
地
道
な
基
本
の
積
み

お
知
ら
せ
団
体

大
募
集
！

「

広
報
ひ
ら
な
い」

で
は、

私

た
ち
も
広
報
に
載
り
た
い
と
か、

私
た
ち
の
活
動
を
是
非
み
な
さ
ん

に
紹
介
し
て
ほ
し
い…

な
ど
と
い

う
団
体(

個
人
で
も
構
い
ま
せ
ん)

を
募
集
し
て
い
ま
す。

受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で、

希
望
を
さ
れ
る
方
は
こ

ち
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い。

◇
連
絡
先
　
役
場
企
画
調
整
課

広
報
ひ
ら
な
い
担
当

5
７
５
５
｜
２
１
１
１(

２
３
２)

重
ね
が
上
達
へ
の
近
道
で
す。

空
手
は
ス
ポー

ツ
で
は
な
く
武

道
で
す
か
ら「

楽
を
し
た
い」

と

い
う
自
分
と
の
戦
い
な
ん
で
す。

い
つ
か
必
ず、

続
け
て
い
て
良

か
っ
た
と
思
う
日
が
来
ま
す。

(

｜)

子
供
た
ち
へ
の
指
導
は
厳

し
い
と
聞
い
た
ん
で
す
が…

(

工)

え
ぇ、

厳
し
く
叱
っ
た
り

も
し
ま
す。

た
だ
し、

子
供
た
ち

に
は、
そ
の
叱
ら
れ
た
理
由
が
何

で
あ
る
の
か
を
ハ
ッ
キ
リ
と
教
え

ま
す。

こ
の
方
針
に
つ
い
て
は、

予
め
両
親
に
は
了
承
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す。

こ
れ
も
結
局
は、

心
身
と
も
に

強
く
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
な
ん
で
す。

最
後
に
空
手
道
ク
ラ
ブ
か
ら
ク

ラ
ブ
員
募
集
の
連
絡
で
す。

毎
週
水
・
土
曜
日、

午
後
６
時

～

９
時
ま
で、

平
内
町
武
道
館
に

て
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す。

見
学
だ
け
で
も
結
構
で
す
の
で

遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い。

○
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ
先

空
手
道
ク
ラ
ブ
部
長
　
工
藤
英
仁

5
７
５
５
｜
４
３
０
５

精
神
力
ま
で
要
求
さ
れ
ま
す。

絶
え
ず
心
身
の
鍛
練
を
要
す
る

こ
の
日
本
古
来
の
武
道
を、

ど
ん

な
風
に
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る

の
か
を
聞
い
て
き
ま
し
た。

☆
イ
ン
タ
ビ
ュ
アー

広
報
担
当
者
　
以
下(

｜)

☆
空
手
道
ク
ラ
ブ
　
部
長

工
藤
英
仁
さ
ん
　
以
下(

工)

(

｜)

練
習
の
中
で
一
番
キ
ツ
イ



７・アクアビクス＆水泳教室 Ｈ16・９月号「第543号」

10 月 １ 日 は 『 浄 化 槽 の 日 』 で す　　～きれいな水で、地球を守ろう～

６
月
に
オー

プ
ン
し
た
平
内
町

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
ター

は、

連
日
の

晴
天
に
よ
り
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た。

ま
た、
２
つ
の
水
泳
教
室
も

行
わ
れ、

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
は
水

中
運
動
を
楽
し
み
ま
し
た。

好
評
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
は、

７
月
19
・
22
・
24
・
27
・
31
日
の
５

日
間
に
わ
た
り
午
後
６
時
か
ら
約
２

時
間
行
わ
れ
ま
し
た。

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
は、

水
の
浮
力
に

よ
り
誰
も
が
楽
に、

無
理
の
な
い
有

酸
素
運
動
が
で
き、

体
脂
肪
を
燃
や

し
血
行
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら、

肩

こ
り、

腰
痛
を
解
消
で
き
る
等
い
ろ

い
ろ
な
効
果
が
あ
り
ま
す。

参
加
し
た
20
代
か
ら
60
代
ま
で
の

女
性
は、

水
中
ウ
ォー

キ
ン
グ
や
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操、

ビー

ト
板
を
使
っ

た
体
操
等
で、

楽
し
み
な
が
ら
ア
ッ

プ
テ
ン
ポ
な
リ
ズ
ム
に
合
せ
て
水
中

運
動
を
し
ま
し
た。

水
泳
教
室
は
７
月
25
・
26
・
27
・

29
・
30
・
31
日
ま
で
の
６
日
間、

小

学
校
か
ら
大
人
ま
で
の
男
女
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た。

今
年
初
め
て
参
加
し
た
全
く
泳
げ

な
い
子
供
が、

水
に
顔
を
つ
け、

ビ

ー

ト
板
で
一
生
懸
命
泳
い
で
い
る
姿

を
見
た
保
護
者
は、

「

う
ち
の
子
が

こ
ん
な
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
な
ん

て
！」

と
驚
い
て
い
ま
し
た。

ま
た、

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し

た
子
供
は、

「

昨
年
よ
り
も
泳
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら、

来
年
は
も
っ

と
が
ん
ば
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
泳
ぎ
方

を
覚
え
た
い」

と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た。

こ
れ
ま
で、

町
が
主
催
し
て「

敬

老
会」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が、

事
務
・
事
業
の
見
直
し
等
に
よ
り、

今
後
は「

敬
老
会」

の
実
施
主
体
や

開
催
方
法
等
に
つ
い
て、

み
ん
な
で

知
恵
を
出
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た。

そ
の
結
果、

高
齢
者
を
敬
愛
し、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
に「

敬
老

の
行
事」

を
継
続
す
べ
き
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら、

こ
の
た
び
有
志
の
皆

さ
ん
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て

『

ひ
ら
な
い
敬
老
ま
つ
り』

を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で、

隣

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え、

ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い。

な
お、

敬
老
ま
つ
り
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
の
で、

ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す。

※
詳
細
に
つ
い
て
は、

後
日、

チ
ラ

シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す。

○
開
催
期
日

９
月
20
日(

月)
「

敬
老
の
日」

○
開
催
場
所

町
立
体
育
館

○
主
　
　
催

ひ
ら
な
い
敬
老
ま
つ
り

実
行
委
員
会

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
＆
水
泳
教
室

◎里親ってなあに？

いろいろな事情で、家庭で生活できない子供たち

を、温かい愛情と誠意を持って、家族の一員として

養育してくださる方が「里親」です。

◎里親になるには？

「里親になりたい」と思った方は、あなたの家族

全員で話し合い、児童相談所へご相談ください。里

親制度や申請の手続きについて、詳しくご説明いた

します。

◎里親になったら…

子供の養育をお願いしている間は、定められた養

育に必要な里親手当、里子の生活費、学校教育費、

医療費などが支給されます。また、所得税法上の扶

養控除も受けられます。

☆お問い合わせ先

青森市石江字江渡５－１　青森県中央児童相談所

担当　杉　浦　　5７８１－９７４４

◆里親の種類

□養育里親 保護者のいない児童または保護者に監

護されることが不適当であると認めら

れる児童(要保護児童)を養育する方。

□短期里親 養育里親の認定、登録を受け、１年以

内の短い期間を定めて、要保護児童を

養育する方。

□親族里親 ３親等以内の親族で、両親やその児童

を現に監護する者の死亡、行方不明、

拘禁などにより、これらの者による養

育が期待できない要保護児童を養育す

る方。

□専門里親 ２年以内の期間を定めて、要保護児童

のうち児童虐待等の行為により、心身

に有害な影響を受けた児童を養育する

方。

(専門研修を受けて認定登録された方)

～ 里親になりませんか？ ～

ひ
ら
な
い

敬
老
ま
つ
り

▲水の中は、思うように体が動かないんです…

▲ハイその調子。バタ足は、足をのばしてぇ～



８Ｈ16・９月号「第543号」 保健福祉だより・

「骨粗鬆症」は、寝たきりの原因ともなる骨折の

基礎疾患であるとともに、腰痛、脊椎変形の原因に

もなっており、その予防策は高齢者の健康や自立生

活を維持する上で大変重要です。特に女性は男性に

比べ最大骨量が低いため、早期に発見して栄養・運

動面の改善が必要です。そこで、今年度の「骨密度

検診」を下記のとおり実施致します。

受診される方は、電話でお申し込みください。

○申込開始　　９月27日(月)

終了　　10月８日(金)

○定員(女性) 先着１００名

○申込先　　　役場保健福祉課

5７５５－２１１１(内線１３１・１３８)

骨粗鬆症の
予防について

骨密度(骨粗鬆症)
健診実施について

障害者にやさしい街づくりが提唱され、少しずつバ

リアフリーの考えも実効性のあるものに改善されてき

ています。しかし、精神障害者のノーマライゼーショ

ンの考えは、まだ不十分な状態にあります。

社会的な自立を促進して、地域で障害がない人と同

等に生活していくノーマライゼーションの実現のため

に、東地方健康福祉こどもセンター保健部(青森保健

所)では、管内市町村と連携して、平成12年から「こ

ころふれあいinあおもり」を開催しています。

開催の企画は、当事者やボランティア等市民の代表

の実行委員で話し合い、準備から手作りの運営で開催

しております。

病気を体験した人が、近所の方との付き合いや、こ

ころ温かい交流の体験等を語ることで、自分の人生や

生活のありのままの自然な姿を、知ってもらう機会で

もあります。

同情ではない、励ましや地域の支援が頂けるように、

関係者をはじめ多くの方々の参加をお待ちしています。

○日　時 10月１日(金) 午前11時～午後３時30分

○場　所 県民福祉プラザ　４階　県民ホール

○内　容

★交流の広場　模擬店・健康福祉展・作品展等

★公開井戸端会議

コメンテーター

県立精神保健福祉センター　渡邊直樹先生

★ふれあいコンサート

ノーマライゼーション推進事業

「こころふれあいinあおもり」開催!!

骨粗鬆症の｢粗｣は“あらい”、そして「鬆」は大

根などに“スが入った”状態をいい、この文字が示

すように、私たちのからだを支える骨の量が減って、

「ス」が入ったようにスカスカになる病気のことを

いいます。骨の量が減ってくると、骨がもろくなっ

て折れやすくなります。転んで手をついたときに手

首の骨を折ったり、しりもちをついたときに骨がつ

ぶれたりすることがあります。

健康な人でも年齢とともに骨量は減ってきますの

で、若いうちから十分カルシウムをとることが重要

です。

９月の健康相談では、骨粗鬆症の予防について食

事や運動について保健師よりお話しますので、ぜひ

ご利用ください。



９ Ｈ16・９月号「第543号」・保健福祉だより

平 内 町 民 バ ス は 均 一 料 金　　１００円 ま た は ２００円

最近、たばこに対する考え方が大きく変わってきて

おり、喫煙を規制する法もでき(2003年５月に健康増

進法施行)、公共機関や交通機関では、より確実に分

煙・禁煙をすすめることが定められています。

禁煙に挑戦しようシリーズの１回目・２回目は、た

ばこの害やニコチン依存度などについて掲載しました。

今回の３回目では「禁煙の定着」を目指して、また

医療経由の禁煙について、取り組んでみましょう。

これは耐えきれずたばこを吸ってしまう、禁煙リタ

イヤの山場を示しています。

３日目の山はニコチンの離脱症状に耐えきれず吸っ

てしまう場合。３週目の山は、周囲からの誘いやスト

レスから。そして３か月の山はお酒や油断が大きな原

因となっているといわれています。

なかでも最初の１ヶ月が最も危険な時期。まずはこ

こを越えることを目標にしましょう。

■続けよう禁煙①

飲酒が禁煙しようという気持ちを弱めます。また、飲

酒の場では喫煙者が多く、煙に誘われやすいため、禁

煙を始めて２週間くらいは外での飲酒を控えましょう。

■続けよう禁煙②

禁煙者にとって喫煙者のたばこの煙に誘惑されやす

くなります。喫煙コーナー・喫煙席やパチンコ店など、

煙の多い場所も控えましょう。

■続けよう禁煙③

禁煙を補助してくれるものとして

○ガム(ノンカロリーのものがよい)

○おしゃぶり昆布などの昆布類

○スルメなどの乾物

○マスクなど　　　・・・・・・・・があります。

禁煙に挑戦しよう ～たばこはやめられる～　シリーズ③

★３日・３週・３カ月という言葉

★禁煙の期間を
できるだけ長くするために…

禁煙すると、約３分の２の人が、一時的に２㎏以上

太るといわれています。これは、禁煙によって胃腸が

本来の働きを取り戻し、食欲旺盛になるためで、同時

に舌や鼻の感覚が敏感になり、何を食べてもおいしく

感じるようになるからです。

しかし、禁煙による体重増加はほとんどが一時的な

ものです。野菜を多く食べる・間食を控える・よく噛

んで食べるなど、早いうちから太らないための対策を

とっていきましょう。

★禁煙豆知識
～禁煙すると太るってホント？～

医療機関では、禁煙外来を開設して禁煙する人をサ

ポートしています。今は、心疾患や動脈硬化・糖尿病

など生活習慣病の治療のため、禁煙が欠かせないとい

う方が多く受診していますが、近年、たばこを取り巻

く状況が変わってきてから、健康な人でもたばこをや

めたいという方が多くなってきています。

禁煙は挫折と成功を繰り返しながら、徐々に禁煙期

間を長くしながらたばこをやめていくという経過をた

どります。最初の１回目から禁煙に成功できたという

人は10人に１人と言われるほどわずかしかいません。

禁煙外来では、「どれくらいの期間、禁煙が続いたの

か？」・「たばこを吸いたいと思うときはどういうと

きか？」・「どういうときにたばこを再開してしまっ

たか？」など行動の分析やカウンセリングをしながら、

専門的な立場から個別相談を行います。また、必要な

方にはニコチンパッチの処方も行います。

東青管内で禁煙外来を開設している医療機関は、全

部で27箇所あります。禁煙しようという意志のある方

は、医師の適切なアドバイスを受けながら禁煙を実践

してみましょう。

禁煙外来医療機関の名簿は、保健福祉課保健係まで

お問い合わせください。

★禁煙外来について

今年度も東地方健康福祉こどもセンター保健部(青

森保健所)主催で教室を開催いたします。楽しみなが

ら機能訓練や音楽療法をやってみませんか。

参加を希望する方は、下記にお申し込みください(特

定疾患医療受給者証をお持ちの方には、個別に通知い

たします)。なお、教室当日、送迎を希望される方は、

お申し込み時にあわせてご連絡ください。

○申込先　役場保健福祉課　福祉係　村上・松山

5７５５－２１１１(内線１２５・１２９)

○場　所　町勤労青少年ホーム１階　視聴覚室

○内　容

◆機能訓練　９月28日(火) 13：30～15：30

講　　師　青森県立保健大学理学療法学科助教授

川口　徹先生

◆交 流 会　10月29日(金) 13：30～15：30

講　　師　音楽療法研究会

佐々木純子先生・宮川多加子先生

難病の患者さん・ご家族のための教室を開催
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－　各種制度をご利用ください　－
◎お問い合わせ先　保健福祉課　福祉係　5７５５－２１１１(内線１２８)

◆ひとり親家庭等医療費助成制度
○給付対象者

平内町に住所がある母子・父子家庭の児童、および

父母のいない児童(18歳に達した年度末まで)とその児

童の母または父

○給付内容

給付対象者が病院等に支払った自己負担分(保険適用

分)および入院時食事代を助成します。(ただし、母ま

たは父の場合は医療機関ごとに月１，０００円控除さ

れます)

○手続きに必要なもの

・■印鑑、■健康保険証、■養育費申告書

・■16年度所得証明

(平成16年１月１日現在受給者の方が他市町村の

住民であった場合に必要です)

○注意事項

■生活保護世帯の方や他の公的制度を利用している方

は該当しません。

■所得によっては該当しない場合があります。

■母子・父子家庭等になられて、まだ手続きをしてい

ない方や、過去に所得制限により非該当となられた方

は、所得の見直しにより該当する場合もありますので

手続きください。

◆母子寡婦福祉資金
母子家庭・寡婦に対し、経済的自立の助成と生活意

欲の助成を図るため、各種貸付を行っています。貸付

には一定の条件があります。

◆特別児童扶養手当
○給付対象者

心身に障害のある20歳未満の児童を監護する父また

は母、もしくはその養育者に特別児童扶養手当が支給

されます。ただし、対象児童が施設等に入所している

場合は支給されません。

○手当額(平成16年４月現在)

■１級　50,900円　身体障害者１級・２級、

愛護手帳Ａ程度

■２級　33,900円　身体障害者手帳３級程度

○注意事項

・所得制限があります

・受給者は毎年８月に現況届をする必要があります。

◆児童扶養手当
○給付対象者

父母の離婚、父の死亡等何らかの理由により父親と

生計を同じくしていない児童を養育している場合、ま

たは父が心身に障害のある場合に、その児童を養育し

ている母(または養育者)に対して児童扶養手当が支給

されます。なお、手当の支給は18歳に達した年度末ま

での支給となります。

○手当額(平成16年４月現在)

■全部支給　月額　41,880円

■一部支給　所得に応じて　月額　41,870円～9,880円

(10円きざみ)

■第２子加算　　　月額　5,000円

(全部支給・一部支給共通)

■第３子以降加算　１人につき月額　3,000円

(全部支給・一部支給共通)

○注意事項

■児童が施設に入所したり、母(または養育者)もしく

は児童が国民年金(老齢福祉年金を除く)や厚生年金、恩

給などの公的年金を受けているとき、または児童が年

金の加算対象となっているときは支給されません。

■所得制限があります。

■受給者は毎年８月に現況届をする必要があります。

教育委員会からのお知らせ

平成17年度使用小学校教科用図書の展示を行います。

ご自由に閲覧してください。

○期　間

平成16年９月１日(水)～平成17年３月25日(金)

ただし、第２・４日曜日、 祝日は除きます。

○時　間 午前９時～午後５時

○場　所 平内町立図書館
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納 税 で　　豊 か な 町 づ く り

配食サービス
～食の自立を支援するために～

外出支援サービス
～快適な生活を支援するために～

◆定期的に食事を提供します

調理をするのが大変な方へ、そんな方のために配食

サービスを行っています。

一人暮らしのお年寄りやお年寄りだけの世帯、また

は身体障害者の方で調理が困難な方の自宅を定期的に

訪問して、栄養バランスが取れた食事を提供するとと

もに、利用者の安否確認を行います。

○利用料金 １食３００円

ひまわり　夕食のみ配達

清風荘　　昼食・夕食を配達

◆福祉・医療機関への送迎をお手伝いします

病院へ行きたいのに、バスなどでは乗り降りが大変

だ、車椅子なのでタクシーの利用に遠慮がある等の理

由でなかなか外出できないことはありませんか？

病院や施設等を利用する時は、外出支援サービスを

ご利用ください。

○内　　容 リフト付の車両で医療機関などへ

送迎します

○対　　象 バス・タクシー等に乗車が困難な方

○利用料金 往復１，０００円

■社会福祉法人　徳寿福祉会

在宅介護支援センターひまわり 5７５５－６０２０

■社会福祉法人　宏仁会(清風荘内)

平内町在宅介護支援センター　 5７５５－５５３１

■社会福祉法人

平内町社会福祉協議会　 5７５５－３９５６

■役場　保健福祉課

福祉係　　 5７５５－２１１１(内線１２５)

事前に申請が必要です。

まずはお気軽にご相談ください!!

重度心身障害者医療費助成事業について、県では平

成15年度から見直しを検討してきた結果、以下のよう

に変更になります。

◆変 更 点

◎入院時食事療養費標準負担額は助成の対象外とな

ります。(入院時にかかった食事代が本人の負担に

なります)

◎65歳以上で新たに重度障害者となった方は助成の

対象外となります。(65歳以上の方で、平成16年

10月１日以降に新たに重度障害者となった方は本

助成事業による医療費の還付が受けられないこと

になります)

※重度障害者とは、身体障害者手帳１級又は２級

所持者・愛護手帳Ａ所持者・精神障害者保健福

祉手帳１級所持者をさします。

◆実施時期

平成16年10月１日から

(入院時の食事代については平成16年10月診療分から)

◆留 意 点

○重度障害者に認定されても、所得制限により非該

当となることがあります。

○65歳以上で新たに本助成事業を利用されたい方は、

平成16年９月30日までに各種手帳の認定を受ける

必要がありますので、手帳の申請はお早めに(遅く

ても平成16年９月上旬までに)お願いいたします。

☆お問い合わせ先

役場　保健福祉課　福祉係

5７５５－２１１１(内線１２８)

重度心身障害者医療費
助成事業の見直しについて

◆科名と定員(各科とも２年間)

○機械システム工学科　　20名

ＮＣ工作機械・アルゴン溶接・ＣＡＤ等

○設備システム工学科　　20名

空調・給排水衛生・電気設備等の設計・施工・

管理

○自動車システム工学科　30名

２級自動車整備士の養成施設

○制御システム工学科　　20名

コンピュータ制御装置の設計・製作・

プログラミング

◆応募資格

志望科に対する興味と強い就職意識を有する高等

学校卒業者(平成17年３月卒業見込者を含む)

◆願書受付期間

10月７日(木)～11月５日(金)

◆選考日 11月18日(木)

◆年間経費

授業料は２年間無料です。ただし、教科書・作業

服・用品等として、２年間で30万円程度必要となり

ます(研修旅行費含む)。※資格取得受験料は実費

◆詳細等お問い合わせ先

〒０３９－２２４１

八戸市市川町字長七谷地２－５６８

青森県立八戸工科学院　学生係

5 ０１７８－２８－６８１１

FAX０１７８－２８－６８１５

URL http://www.jomon.ne.jp/~koukag1/

青森県立八戸工科学院
学生募集のお知らせ
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税

務

課

よ

り

国

民

年

金

下
水
道
課
よ
り

寄
付
採
納
の
お
知
ら
せ

９
月
30
日(

木)

は、

町
・
県
民

税
第
２
期
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

税
第
３
期
の
納
期
で
す。

忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う。

あ
な
た
の
町
税
を、

あ
な
た
の

指
定
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
差

し
引
い
て
納
税
す
る
方
法
で
す。

な
お、

申
し
込
み
手
続
き
は、

次
の
金
融
機
関
に
預
金
口
座
を
お

持
ち
の
方
は、

そ
の
金
融
機
関
ま

た
は
役
場
税
務
課
に
預
貯
金
用
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い。

○
指
定
金
融
機
関

▼
青
森
銀
行
本
・
支
店

○
収
納
代
理
店

▼
み
ち
の
く
銀
行
小
湊
支
店
▼
あ

お
も
り
信
用
金
庫
小
湊
支
店
▼
青
森

県
信
用
組
合
小
湊
支
店
▼
新
あ
お
も

り
農
業
協
同
組
合
平
内
支
店
▼
平
内

町
漁
業
協
同
組
合
本
・
支
店
▼
日
本

郵
政
公
社
管
内
郵
便
局

■
税
は
国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て

い
ま
す。

私
た
ち
は、

買
い
物
を
し
た
り、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
と
き、

そ
の
代
金
の
支
払
い
を
通
じ
て

「

消
費
税(

地
方
消
費
税
分
を
含

む)
」

を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す。

ま
た、

働
く
よ
う
に

な
る
と、

所
得
に
応
じ
て「

所
得

税」

や「

住
民
税」

を
支
払
う
よ

う
に
な
り
ま
す。

こ
う
し
て
私
た
ち
が
納
め
た
税

金
は、

国
民
が「

健
康
で
豊
か
な

生
活」

を
実
現
す
る
た
め
に、

国

や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
活
動
の

財
源
と
な
る
の
で
す。

私
た
ち
は
一
人
で
は
生
き
て
い

け
ま
せ
ん。

税
は、

私
た
ち
が
社
会
で
生
活

し
て
い
く
た
め
の、

い
わ
ば「

会

費」

と
言
え
る
で
し
ょ
う。

12おしらせ・

平
成
16
年
度
公
的
年
金
の

物
価
ス
ラ
イ
ド

平
成
16
年
度
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
・

配
管
工
試
験
・
講
習

暮
ら
し
の
中
の
税

口
座
振
替(

自
動
払
込)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
は、

年
金
額
の
実
質
的

な
価
値
を
維
持
す
る
目
的
で、

前

年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
上

昇
・
下
落
に
応
じ
て、

そ
の
翌
年

度
の
年
金
額
を
自
動
的
に
改
定
す

る
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す。

◆
平
成
16
年
度
の
年
金
に
つ
い
て

は、

保
険
料
を
負
担
す
る
現
役
世

代
の
賃
金
の
低
下
傾
向
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら、

現
役

世
代
と
の
均
衡
を
考
慮
し、

ま
た

高
齢
者
等
の
生
活
に
も
配
慮
し、

特
例
と
し
て、

平
成
15
年
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
分(

マ

イ
ナ
ス
０
・
３
％)

分
の
み
の
年

金
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た。

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
社
会
保
険
事
務
所

5
７
３
４
｜
７
４
９
８

◆
責
任
技
術
者
試
験

○
実

施

日

11
月
８
日(

月)

○
受
　
　
付

13
時
30
分～

○
実
施
会
場

県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
３
階

○
申
込
期
間

９
月
27
日(

月)～

10
月
１
日(

金)

○
申
込
書
の
配
布
日

９
月
13
日(

月)
～

◆
各
種
講
習

○
実
施
日

①
配
管
工
認
定
講
習

平
成
17
年
１
月
24
日(

月)

14
時～

②
責
任
技
術
者
更
新
講
習

平
成
17
年
１
月
25
日(

火)

14
時～

③
配
管
工
更
新
講
習

平
成
17
年
１
月
27
日(

木)

14
時～

○
実
施
会
場

県
水
産
ビ
ル
７
階
　
大
会
議
室

○
申
込
期
間

11
月
29
日(

月)～

12
月
３
日(

金)

○
申
込
書
の
配
布
日

11
月
15
日(

月)
～

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
下
水
道
課

5
７
５
５
｜
２
１
１
１

(

内
線
２
７
８)

新
あ
お
も
り
農
業
協
同
組
合
平

内
支
店
女
性
部
よ
り「

町
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い」

と
事
業

収
益
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た。

町
で
は
貴
重
な
財
源
と
し
て
町

政
の
発
展
の
た
め、

有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す。
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秋 の 交 通 安 全 運 動　　９月21日(火)～30日(木)

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
ター

青
森
で
は、

10
月
期
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す。再

就
職
に
向
け
て
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
？
施
設
見

学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す。

ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い。

○
対

象

者

雇
用
保
険
受
給
資
格
者

求
職
中
の
方

○
募

集

科

住
宅
サー

ビ
ス
科、

電
気
設
備
科、

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
科、

ビ
ジ
ネ
ス
ワー

ク
科(

６
ヶ
月)

○
定
　
　
員

各
科
15
人

○
受

講

料

無
料

○
申
込
期
限

９
月
14
日(

火)

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
ター

青
森

訓
練
支
援
係

5
７
２
２
｜
１
７
７
１

９
月
１
日～

30
日
ま
で
は、

船

員
労
働
安
全
衛
生
月
間
で
す。

こ
の
月
間
は、
国
土
交
通
省
・

社
会
保
険
庁
・
水
産
庁
が
主
唱
し、

『

我
が
身
を
守
る
安
全
意
識
　
家

族
の
た
め
の
健
康
管
理』
を
ス
ロ

ー

ガ
ン
に、

全
国
で
各
種
運
動
を

行
い
ま
す。

期
間
中、

青
森
地
区
船
員
労
働

安
全
衛
生
協
議
会
で
は、

東
北
運

輸
局
青
森
運
輸
支
局、

船
員
災
害

防
止
協
会
青
森
地
区
支
部
と
と
も

に、
「

海
中
転
落」

に
よ
る
死
亡

災
害
防
止
に
向
け
た
作
業
用
救
命

衣
の
着
用
徹
底
や、

多
発
す
る

「

転
倒」「

挟
ま
れ」

防
止
を
重
点

課
題
と
し、

訪
船
に
よ
る
安
全
パ

ト
ロー

ル
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す。船

舶
所
有
者
・
船
員
の
皆
さ
ん

も、

各
船
で「

安
全
衛
生
デー

」

を
設
け、

船
内
の
安
全
衛
生
設
備

の
点
検
を
行
う
と
と
も
に、

乗
組

員
全
員
で
安
全
衛
生
に
つ
い
て
話

し
合
う
な
ど、

災
害
の
撲
滅
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う。

青
森
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
ター

林
業
試
験
場
参
観
デー

開
催

○
日
　
時

10
月
１
日(

金)
～

２
日(

土)

９
時～

15
時(

両
日
と
も)

○
場
　
所

青
森
県
農
林
総
合
研
究

セ
ン
ター

林
業
試
験
場
内

《

主
な
行
事
内
容》

受
講
生
の
お
知
ら
せ

夜
の
水
族
館
見
学
会

電
気
料
金
助
成
の
ご
案
内

森も

林り

の
め
ぐ
み
展

交
通
事
故
に
遭
っ

た
ら…

第
48
回
船
員

労
働
安
全
衛
生
月
間

①
試
験
研
究
内
容
紹
介

②
各
種
相
談
コー

ナー

樹
木
医
み
ど
り
の
相
談

県
産
材
住
宅
相
談

家
具
・
木
工
品
製
作
相
談

③
野
生
き
の
こ
の
鑑
定
と
展
示

④
白
神
の
花
写
真
展

⑤
イ
ト
ノ
コ
木
工
教
室

両
日
と
も
随
時
受
付
１
人
２
点

動
物
を
製
作

⑥
家
族
木
工
教
室

両
日
と
も
13
時
か
ら

予
約
15
組
・
当
日
受
付
15
組

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
を
製
作

⑦
丸
太
切
り
体
験

両
日
と
も
10
時
30
分
か
ら

⑧
苗
木
無
償
配
布

両
日
と
も
先
着
２
０
０
名

⑨
雪
囲
い
材
料
無
償
提
供

両
日
と
も
９
時
30
分
か
ら

材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

⑩
お
楽
し
み
抽
選
会
ほ
か

☆
お
問
い
合
わ
せ
＆

家
族
木
工
教
室
申
込
先

青
森
県
農
林
総
合
研
究

セ
ン
ター
林
業
試
験
場

5
７
５
５
｜
３
２
５
７

○
受
付
時
間

９
時～

17
時
30
分

○
見
学
時
間

17
時
30
分～

20
時

○
参
加
料
金

16
時
30
分
以
後
の
特
別
料
金

(

イ
ル
カ
シ
ョー

終
了
後)

一
般
・
高
校
生
　
７
０
０
円

小
・
中
学
生
　
　
３
５
０
円

※
た
だ
し、

16
時
30
分
前
に
入
館

し
た
場
合
は
通
常
料
金

県
で
は、

平
成
16
年
度
下
期
原

子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
企
業

立
地
支
援
給
付
金
と
し
て、

該
当

す
る
企
業
等
に、

平
成
16
年
４
月

１
日～

９
月
30
日
に
支
払
っ
た
電

気
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す。

○
対
象
者

平
成
15
年
10
月
１
日
以
後、

平

内
町
に
新
規
立
地
・
増
設
し、

電

力
契
約
を
新
設
・
増
設
し、

か
つ、

雇
用
者
が
３
名
以
上
増
加
し
た
企

業
・
個
人
事
業
者

○
締
　
切

10
月
12
日(

火)

○
お
問
い
合
わ
せ
先

■
役
場
　
企
画
調
整
課

5
７
５
５
｜
２
１
１
１

(

内
線
２
３
２)

■
青
森
県
　
む
つ
小
川
原
振
興
課

総
務
・
地
域
振
興
グ
ルー

プ

5
７
３
４
｜
９
７
３
７

(

社)

日
本
損
害
保
険
協
会
で

は、

近
年
の
交
通
事
故
の
複
雑
化

か
ら
全
国
に「

自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
ター

」

を
設
置
し、

自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ら
び

に
任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ

い
て、

一
切
無
料
で
専
門
の
相
談

員
が
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す。

ま
た、

損
害
保
険
一
般
の
ご
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す。

○
相
談
日

月～

金
曜
日(

祝
日
を
除
く)

９
時～

12
時
　
13
時～

17
時

○
弁
護
士
相
談
日

毎
月
第
４
水
曜
日
13
時～

16
時

(

予
約
制
・
要
面
談
・
無
料)

☆
お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
ター

5
７
２
２
｜
１
０
２
５

浅
虫
水
族
館
で
は、

「

夜
の
水

族
館
見
学
会」

を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す。

館
内
の
照
明
を
消
し

て、

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い、

昼
と
は
違
う、

夜
の
魚
た
ち
の
様

子
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す。

○
開

催

日

９
月
中
の
毎
週
土
曜
日

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
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選
手
や
応
援
の
父
母
等、

約
２
０

０
が
参
加
し、

女
子
選
手
が
男
子
選

手
を
投
げ
倒
し
た
り
と、

大
変
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た。

閉
会
式
で
は、

参
加
し
た
６
年
生

７
名
が
声
を
合
わ
せ
て「

が
ま
ん
す

る
心
の
強
さ
を
育
て
よ
う
!!」

な
ど

の
標
語
を
読
み
上
げ、

防
犯
に
対
す

る
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た。

ま
た、

防
犯
協
会
小
湊
支
部
や
防

犯
指
導
隊
で
は、

Ｊ
Ｒ
小
湊
駅
周
辺

の
巡
回
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止

や、

少
年
犯
罪
の
防
止
を
呼
び
掛
け

る
商
店
街
の
パ
ト
ロー

ル、

水
難
事

故
防
止
の
た
め
の
海
水
浴
場
等
危
険

区
域
の
パ
ト
ロー

ル
等
を
実
施
し
ま

し
た。

こ
の
ほ
ど、

学
校
給
食
セ
ン
ター

で
は、

ミ
ニ
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
始

め
ま
し
た。

大
量
の
配
送
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り、

学
校
給
食
セ
ン
タ

ー

の
会
議
室
で
行
わ
れ
て
い
ま
す。

会
議
室
の
ス
ペー

ス
の
都
合
上、

人
数
は
40
名
前
後
に
限
ら
れ
ま
す

が、

７
月
１
日
に
は
稲
生
小
学
校
13

名
が、

７
月
20
日
に
は
東
栄
小
学
校

43
名
が
利
用
し、

い
つ
も
と
違
っ
た

給
食
を
体
験
し
ま
し
た。

こ
の
方
式
で
は、

黄
・
赤
・
緑
色

の
食
品
を、

バ
ラ
ン
ス
良
く
選
択
し

て
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で、

児

童
に
は
大
変
好
評
で
し
た。

７
月
10
日(

土)
、

平
内
町
子
育

て
支
援
セ
ン
ター

で
は
育
児
講
座
の

一
環
と
し
て、

青
森
県
歯
科
衛
生
士

会
青
森
支
部
の
方
々
を
講
師
に
迎
え

「

歯
の
健
康
に
つ
い
て」

の
講
演
を

行
い
ま
し
た。

紙
芝
居
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
ター

を

は
じ
め、

布
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
歯
の

生
え
替
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き、

「

小
さ
い
時
の
虫
歯
は
食
生

活
と
親
の
責
任」

と
い
う
こ
と
で、

改
め
て
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
内
容
で
し
た。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は

「

と
て
も
分
か
り
や
す
い
講
演
で
し

た」
「

子
供
の
歯
に
つ
い
て
気
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
気
軽
に
相
談
で
き

て
良
か
っ
た」

な
ど、

嬉
し
い
感
想

が
届
い
て
い
ま
す。

一
生
付
き
合
う
大
事
な
歯。

正
し

い
歯
磨
き
で、

お
い
し
い
も
の
を
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に、

こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
講
演
会
を
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

平
内
町
子
育
て
支
援
セ
ン
ター

で

は、

子
供
を
持
つ
母
親
の
サ
ポー

ト

を
し
て
い
ま
す。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い。

ま
た、

次
の
場
所
に
置
い
て
あ
る

「
支
援
セ
ン
ター

だ
よ
り」

に
は
毎

月
の
行
事
を
載
せ
て
い
ま
す
の
で、

併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い。

▼
平
内
中
央
病
院
小
児
科
待
合
室
▼

わ
か
ば
薬
局
▼
役
場
▼
勤
労
青
少
年

ホー

ム
▼
町
立
図
書
館
▼
Ｊ
Ｒ
小
湊

駅
▼
髪
工
房
Ｊ
ｏ
ｙ

詳
し
く
は、

平
内
町
子
育
て
支
援

セ
ン
ター

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い。

5
７
５
８
｜
１
２
１
４

７
月
24
日(

土)
、

青
森
市
民
体

育
館
で
行
わ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
青
森
県
予
選
会(

カ
ブ
の
部)

で、

ひ
ら
な
い
卓
球
ス
ポー

ツ
少
年
団
の

佐
々
木
美
樹
さ
ん(

浅
所
小
４
年)

と
飯
田
芳
子(

同
４
年)

が、

各
地

区
の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
２
４
０

名
の
中
で、

見
事
に
３
位
入
賞
し、

当
町
の
選
抜
者
で
は
初
め
て、

全
国

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た。

２
人
は、

神
戸
市
で
行
わ
れ
る
全

日
本
卓
球
選
手
権
に
出
場
し
ま
す。

去
る
５
月
８
日(

土)
、

弘
前
市

で
行
わ
れ
た
第
12
回
全
日
本
リ
ン
ゴ

追
分
コ
ン
クー

ル
で、

当
町
の
須
藤

茂
子
さ
ん(

新
生
町)

が、

リ
ン
ゴ

追
分
部
門
に
て
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す。

平
内
地
区
防
犯
協
会
お
よ
び
防
犯

指
導
隊
で
は、

平
内
幹
部
交
番
と
連

携
し
て
８
月
１～

10
日
ま
で
の
夏
の

地
域
安
全
運
動
強
化
旬
間
の
一
環
と

し
て、

８
月
８
日(

日)

町
立
体
育

館
に
お
い
て、

町
民
相
撲
大
会
を
開

催
し
ま
し
た。

▲みんな、歯を大切にするんですよ～!!

▲頑張れ、佐々木さん(左)飯田さん(右)!!

▲がっぷり４つから上手投げェ～!!

町
立
体
育
館
で

町
民
相
撲
大
会

子
育
て
支
援
セ
ン
ター

か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
セ
ン
ター

で

ミ
ニ
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

リ
ン
ゴ
追
分
で

特
別
賞
を
受
賞

卓
球
少
年
団
２
名
が

全
国
大
会
出
場
報
告



15・戸籍の窓口＆文　芸 Ｈ16・９月号「第543号」

お 年 寄 り　　見 た ら 減 速 ・ 最 徐 行

人口と世帯数

男 … 7,063人(＋ 2人)

女 … 7,534人(－ 9人)

計 … 14,597人(－ 7人)

世帯数…5,241世帯（＋ 1）

平成16年７月末現在

( )は、前月との比較

赤
ち
ゃ

ん
名
　

(

親)

住
所
地

田
　
中
　
夢ゆ

め

夏か

(

司

)

宮

城

県

山
　
下
　
萌め

愛い

(

大
輔)

第
１
勝
田
町

工
　
藤
　
望み

愛ら
い

(

直
樹)

浜
　
　
子

伊
瀬
谷
　
未み

来く

(

忍

)

藤
　
　
沢

柴
　
田
　
　
　
仁じ

ん

(

一
仁)

白
　
　
砂

品
　
木
　
永と

遠わ

(

大
吉)

第
３
小
林

大
　
水
　
星せ

い

空ら

(

祐
介)

沖

縄

県

７月受付分

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

(

本
籍
地)

奈
須
下
　
一
　
志

山
　
　
口

菊
　
池
　
　
　
文

岩

手

県

(

須
　
藤
　
キ
ク
ヱ(

72)

修
三
郎

茂
　
　
浦

西
　
尚
　
和(

60)

和
　
彦

清

水

川

遠
　
島
　
眞
　
一(

69)

裕
　

東
　
　
滝

太
　
田
　
ツ
　
マ(

92)

勇
　

本
　
　
町

木
　
村
　
清
　
弘(

40)

清
　
治

小

豆

沢

武
　
次(

83)

貴
　
志

茂
　
　
浦

村
　
上
　
ツ
　
セ(

91)

幸
　
一

川

原

町

船
　
橋
　
チ
　
ヱ(

94)

繁
　
明

第
２
小
林

佐
々
木
　
サ
ク
ラ(

91)

秀
　
雄

小

豆

沢

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

(

住
所
地)

戸
籍
の
窓
口
へ
の
掲
載
は、

役
場

に
届
け
出
さ
れ
た
時
に、

本
人
か
ら

確
認
で
き
た
も
の
だ
け
掲
載
し
て
お

り
ま
す。

な
お、

他
市
町
村
に
届
け
出
し、

「

広
報
ひ
ら
な
い」

に
掲
載
し
た
い
方

は、

直
接、

役
場
町
民
課
住
民
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い。

5
７
５
５
│
２
１
１
１

(

内
線
１
２
３)

ド
キ
ド
キ
の
う
さ
ぎ
当
番
夏
休
み

須
　
藤
　
千
和
子

逞
し
く
育
つ
向
日
葵
小
学
生

佐
々
木
　
定
　
男

向
日
葵
に
午
前
と
午
後
の
あ
り
に
け
り

秋
　
山
　
実
　
希

水
無
月
の
流
れ
に
放
す
笹
の
舟

岡
　
本
　
み
ど
り

患
者
の
目
椅
子
に
集
ま
る
夕
薄
暑

能
登
谷
　
洋
　
子

半
夏
生
競
技
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

浜
　
田
　
き
　
み

陸
奥
の
人

碑
い
し
ぶ
み

詩
う
炎
天
下

竹
　
内
　
龍
　
一

眠
る
児
の
足
に
か
ら
ま
る
夏
蒲
団

福
　
田
　
博
　
子

若
妻
は
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
北
の
旅

藤
　
田
　
友
　
子

初
き
み
を
ハー

モ
ニ
カ
食
い
す
る
子
供

八
　
桁
　
し
づ
ゑ

老
鶯
の
森
そ
の
ま
ま
の
如
来
堂

船
　
橋
　
久
　
枝

汐
の
風
家
中
香
る
し
じ
み
汁

佐
　
藤
　
む
つ
子

一
坪
の
畑
き
ら
き
ら
茄
子
の
花

渡
　
辺
　
春
　
代

姑は

母は

の
忌
や
十
薬
の
花
咲
き
乱
れ

佐
々
木
　
初
　
江

虫
干
や
母
の
お
も
か
げ
博
多
帯

青
　
木
　
禮
　
子

ひ
ょ
っ

と
こ
が
お
か
め
を
探
す
夏
ま
つ
り

佐
々
木
　
う
　
め

み
ど
り
児
の
足
に
目
じ
る
し
合ね

歓む

の
花

能
登
谷
　
瑩
　
子

父
の
日
や
遺の

こ

る
机
の
汚し

み
つ
い
て

蝦
　
名
　
き
み
ゑ

は
ま
な
す
や
あ
て
な
き
旅
の
地
図
ひ
ろ
ぐ

瓜
　
田
　
　
　
愛

吊
橋
を
渡
る
思
案
の
か
た
つ
む
り

平
　
沢
　
白
　
鳥

避
け
よ
う
か
賭か

け
て
み
よ
う
か
知
ら
ぬ
道

須
　
藤
　
梨
　
世

献
金
は
が
っ

ぽ
り
福
祉
ち
ょ

ぼ
ち
ょ

ぼ
と

神
　
　
　
久
　
女

気
が
向
い
た
よ
う
に
家
事
す
る
倦け

ん

怠た
い

期き

荒
　
田
　
つ
　
る

も
う
母
の
墓
地
に
戻
ら
ぬ
声
が
わ
り

沼
　
山
　
久
　
乃

指
切
り
の
力
だ
ん
だ
ん
ゆ
る
く
な
る

つ
じ
む
ら
り
ゅ
う
こ

自
衛
隊
赤
紙
背
負
い
志
願
兵

竹
　
内
　
京
　
子

席
順
に
こ
だ
わ
る
本
家
の
顔
を
立
て

佐
　
賀
　
繁
　
子

よ
く
や
っ

た
自
分
を
誉ほ

め
る
人
も
あ
る

後
　
藤
　
た
だ
し

目
を
開
け
母
よ
死
に
真ま

似ね

な
ど
や
め
て

海
音
寺
　
東
山
坊

旧
き
ゅ

う

道ど
う

を
歩
け
ば
ふ
る
さ
と
見
え
て
く
る

荒
　
谷
　
想
　
伸

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
触ふ

れ
れ
ば
消
え
る
領
収
書

本
　
堂
　
は
じ
め

悪
口
を
金か

ね

目め

に
変
え
る
週
刊
誌

後
　
藤
　
日
出
雄

駅
降
り
て
見
慣
れ
た
景
色
ほ
っ

と
す
る

千
代
谷
　
節
　
子

文　　芸

平
内
花
椿
会

平
内
俳
句
会

川
柳
ひ
ら
な
い
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雨
が
降
っ
て
も、

歩
く
の
が
大
好
き
な
参
加
者
は
こ
の
通
り
!!

▲

ブルーロード・ウォーク
夏泊２００４

町民体育まつり

７
月
11
日(

日)
、

今
年
で
14
回

目
と
な
っ
た、

夏
泊
半
島
を
歩
い

て
１
周
す
る
ブ
ルー

ロー

ド
・
ウ

ォー
ク
夏
泊
が
行
わ
れ
ま
し
た。

こ
の
日
は、
朝
か
ら
雨
模
様
と

あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が、

こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た

と
い
う
参
加
者
約
１
６
０
名
が、

元
気
に
浦
田
漁
港
前
を
出
発。

カ
ッ
パ
を
着
て、

傘
を
差
し
な

が
ら
昼
食
場
所
を
予
定
し
て
い
た

椿
山
神
社
ま
で
の
約
10
㎞
の
道
の

り
を
頑
張
っ
て
歩
き
ま
し
た。

今
回
は、

降
り
し
き
る
雨
の
た

め
に、

こ
こ
で
ウ
ォー

ク
は
断
念

し
ま
し
た
が、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
の
ホ
タ
テ

で
満
腹
に
な
る
昼
食
が
振
る
舞
わ

れ、

冷
え
切
っ
た
体
を、

美
味
し

く
あ
っ
た
か
い
ホ
タ
テ
汁
と
ホ
タ

テ
の
貝
焼
き
が
癒
や
し、

参
加
者

は「

生
き
返
っ
た～

」

と
満
足
げ

な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た。

参
加
者
の
皆
さ
ん、

風
邪
は
ひ

き
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

雨
の
中、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た。

７月18日(日)、第33回目となる町民体育まつりが

町営陸上競技場で行われ、各町内からの選手など約

８００人が、爽やかな青空のもと、チーム一丸とな

って優勝を目指しました。

恒例の、各年代がそれぞれの区間を走る生涯楽習

リレーでは、大人と子供がバトンを受け渡して走っ

たり、大きな声で応援したり、笑ったりと、町民が

一堂に会して楽しんだ１日となりました。

さて、気になる総合順位ですが東栄チームが２年

連続優勝を達成しました。以下、次のとおりです。

①東栄②小湊Ｃ③浅所④山口⑤稲生⑥小湊Ｂ

⑦藤沢⑧内童子⑨清水川⑩小湊Ａ⑪小豆沢

⑫東田沢⑬山の手⑭口広⑮狩場沢⑯土屋▲ムカデ競争、やっとの思いでゴール到着。「疲れだじゃ～!!」

丸太の両端を落とす種目「与

作は木を切る」。ノコギリの

ちょっとしたコツが必要…。

20秒で網の中に、何個玉を入　

れることができるか？種目の

名前は「ホールインワン」。

統計調査ってご存知ですか？

県では、日頃の統計調査に対する疑問等にお答えするとと

もに、統計調査に対する県民の更なる理解と関心を深めても

らうため、次の日程により「第18回青森県統計データフェ

ア・平内町会場」を開催いたします。

見て、触れて、楽しむことができ、ちょっぴり物知り博士

になれるかも知れません。19日は「ほたての祭典２００４」

も開催されますので、ご家族、お友達をお誘い合わせのう

え、ぜひご来場ください。

○日　時 ９月18日(土)・19日(日) ９時～17時

○場　所 夜越山森林公園内「夜越山ヒュッテ１階」

○対　象 子供から大人までどなたでもＯＫ(入場無料)。

○内　容 統計パネル展示・統計グラフコンクール作品

展示・パソコンによる実演(グラフ作成、青森

県統計データランド紹介)・統計クイズラリー

☆お問い合わせ先

青森県統計分析課　　　5７３４－９１６５

「第18回青森県統計データフェア・平内町会場」夜越山にて開催!!

▲

▲


